
別紙様式（第７条関係） 

平成22年11月16日 

 

報   告   書 

 

 島田市議会議長 平松 吉祝 様 

 

島田市議会議員     八木 伸雄 

島田市議会議員     藤本 善男 

島田市議会議員     大石 節雄 

島田市議会議員     冨澤 保宏 

島田市議会議員     溝下 一夫 

島田市議会議員     松本  敏 

島田市議会議員     佐野 義晴 

島田市議会議員     河原崎 聖 

 

 議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成22年11月13日（土） 

     午後７時00分 から 午後９時00分まで 

 

２ 会場 島田市役所会議棟 大会議室 

 

３ 参加者数  15人（男性13人・女性２人） 

 

４ 役割 

   (1) 受付…河原崎 聖 

   (2) 司会…佐野 義晴 

   (3) 挨拶・概要説明…溝下 一夫（責任者） 

   (4) 報告…冨澤 保宏(総務消防) 

        松本  敏(民生病院教育) 

        藤本 善男(経済建設文化) 

   (5) 答弁…適宜 

   (6) 記録…大石 節雄 



５ 報告事項 

 (1) 議会活動の動向の市民への報告について 

  ① 消防広域化準備会事業について、現在は、焼津消防に通信業務を一括して 

   いるのに静岡消防の広域消防に参画しようとしているのはなぜか。 

  ② 地域振興基金積立金18億3,630万円について詳しく説明してほしい。 

   （積立金は地方債なのか）積立金なのに借金であるところが理解できない。 

 

 (2) 意見及び情報の交換について 

  ① 合併特例債の活用について、議会だよりの一般質問の表現の中で、新病院

建設費に掛かるところで、「合併特例債を活用すれば、新病院は100億円かか

る費用のうち70億円を国が負担し、市の負担は30億円で建設が可能・・・」

とあるが、合併特例債には、一事業について制限額があるのではないか。当

局側の答弁に対して、議員はどう受け止めているのか疑問である。 

  ② 合併特例債の使い方について、議会、行政として共通認識を持つべきでは

ないか。また、勉強会をやるべきではないか。 

  ③ ５年後（将来）の財政状況を考えるべきではないか。 

  ④ 新病院建設地は、旧ジャスコ跡地に特定されているのか、そうであるなら

ば面積的に現状維持が可能なのか疑問である。 

  ⑤ 中央公園のミニ鉄道事業は、唐突に出された気がする。4,000万円の大きな

額で行われるのはなぜか、具体的な、事業内容はどうか、議会としてこのよ

うな事業に賛成したのはなぜか。 

  ⑥ 本会議、常任委員会の開催時に課長以下職員が会議室外に控えているのは

なぜか。事前に議員が通告している質問に対し控えている必要があるのか。

そのために日常業務（市民サービス）影響が出ている。現実に問題あり。 

  ⑦ 議会だよりの表現について、精査すべきところがある。また、同じ質問、

議論内容が掲載されている。 

  ⑧ 幼稚園民営化について、何処に要望意見を行ったらいいか分からない。

（行政の根本的な取り組みに対して、資料を作成して発言） 

 


